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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
本 研 究 の 目 的 は、主 と して 初 等・中 等 教員 養 成 課程 の 学 生 の 数 理的 資 質の 向 上 に 焦 点 を絞 り 、

そ の 実 現 を 目 指す カ リキ ュ ラ ム の 開 発を す るこ と で あ る 。  

最 近 、 算 数 ・ 数 学 の 学 力 低 下 が 問 題 に な っ て い る 。 そ の 原 因 の 一 つ と し て 小 学 校 、 中 学 校 及

び 高 等 学 校 に おけ る カリ キ ュ ラ ム の 内容 の 削減 が 指 摘 さ れ てい る 。  

そ れ に 対 応 す る た め に 、 現 行 の カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 を 必 要 最 小 限 の 内 容 と 位 置 付 け 、 そ こ か

ら 論 理 的 な 記 述 の 理 解 、 論 理 的 な 表 現 の 育 成 を 中 心 と し た 発 展 的 な 学 習 を 展 開 す る こ と に よっ

て 学 力 の 向 上 を 図 る こ と が 重 要 な 課 題 と い え る 。 し か し 、 実 際 の と こ ろ 教 科 書 の 内 容 を 発 展的

に 扱 う こ と が でき る 教師 は 少 な い の が現 状 であ る 。  

学 生 の 数 理 的 資 質 と し て 論 理 的 な 記 述 の 整 理 と 理 解 、 論 理 的 な 表 現 能 力 を ど の よ う に 向 上 さ

せ る か が 重 要 かつ 急 務な 課 題 と い え る。  

以 上 の 目 的 に 従 い 、 本 研 究 で は 数 学 分 野 と 数 学 科 教 育 学 分 野 が 協 力 し て 、 学 生 の 論 理 的 理 解

と 表 現 を 中 心 と し た 数 理 的 資 質 の 向 上 を 目 指 す カ リ キ ュ ラ ム 開 発 の た め の 組 織 的 研 究 を 展 開し

た 。  

数 学 の 研 究 分 野 は 大 き く 分 け て 、 代 数 学 、 幾 何 学 、 解 析 学 に 分 類 さ れ る 。 そ こ で 、 小 学 校 、

中 学 校 、 高 等 学 校 に お け る 算 数 ・ 数 学 の 内 容 を 、 各 研 究 者 が 各 自 の 分 野 と 関 係 の 深 い 部 分 を分

担 し て 概 念 の 項目 化 を行 っ た 。  

こ れ ら の 作 業 の た め に 、 次 の よ う に 役 割 を 分 け 研 究 を 進 め た 。 数 学 分 野 の 宮 地 淳 一 、 滝 沢 清

は 代 数 学 分 野 、 竹 内 伸 子 、 安 原 晃 、 田 中 心 は 幾 何 学 分 野 、 山 田 陽 、 山 ノ 内 毅 彦 は 解 析 学 分 野を

そ れ ぞ れ 分 担 し て 研 究 を 行 っ た 。 数 学 科 教 育 学 分 野 の 中 村 光 一 、 西 村 圭 一 は 教 育 学 の 立 場 から

教 育 現 場 の 教 育 を 踏 ま え て 研 究 を 行 っ た 。 全 体 と し て 、 教 員 養 成 課 程 に お け る 数 学 ・ 数 学 教育

カ リ キ ュ ラ ム の新 し い構 造 化 を 目 指 し研 究 した 。  

特 に 、 次 の こ とに つ いて 検 討 を 行 っ た。  
 こ れ か ら の 小 学校 、 中学 校 、 高 等 学 校に お ける 数 学 ・ 算 数 教師 に 求め ら れ る 数 理 的素

養 に つ い て 。  

 現 在 の 学 部 に おけ る 教育 実 践 に 基 づ く学 生 の実 態 把 握 。  

 教 員 養 成 学 部 の教 育 にお い て 求 め ら れる 数 学の 内 容 と カ リ キュ ラ ム構 成 に つ い て 。  

 現 行 の カ リ キ ュラ ム の吟 味 。  

 入 試 科 目 に つ いて の 検討 と 、 今 後 の 方向 性 につ い て 。  

 

 

 



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

「 大 学 生 の 数 理活 用 力を 測 る ア セ ス メン ト の開 発 に 関 す る 研究 」，柳沢 文 敬・西 村 圭 一 ，日 本数

学 教 育 学 会 誌 『数 学 教育 学 論 究 』， 第 95 巻 ， pp.377-384， 2013.11 

 
 


